
管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
五
号 

 
埼
玉
県
下
水
道
局
公
用
車
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
三
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

今 

成 

貞 

昭 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
公
用
車
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
公
用
車
管
理
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
号
中
「
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
で
、
埼
玉
県
が
所
有

し
」
を
「
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
で
、
県
が
当
該
自
動
車
の
使
用
者
と
し
て
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
」
を
削
る
。 

 

第
九
条
中
「
、
公
用
車
の
運
行
に
当
た
っ
て
は
」
を
削
り
、
「
運
行
」
を
「
運
転
」
に
改

め
る
。 

 

第
十
二
条
中
「
第
七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
同
条
」

を
「
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第２号 

日 常 点 検 表                      

年度  登録番号  

   

点  検  項  目 点  検  の  実  施  方  法 点検時期 
点        検        日 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

エ
ン
ジ
ン
・
ル
ー
ム

の
点
検 

 

１ ウィンドウ・ウォッシャ液の量 ウィンドウ・ウォッシャ・タンク内の液量が適当か点検すること。 １月ごと             

２ ブレーキ液の量 ブレーキ・リザーバ・タンク内の液量が規定の範囲（M A X - M I N の間など）にあるかを点検すること。 １月ごと             

３ バッテリ液の量 バッテリ各槽の液量が規定の範囲（UPPERとLOWERの間など）にあるかを車両を揺らすなどして点検すること。 １月ごと             

４ 冷却水の量 リザーバ・タンク内の冷却水の量が規定の範囲（MAXとMINの間など）にあるかを点検すること。 １月ごと             

５ エンジン・オイルの量 エンジン・オイルの量がオイル・レベル・ゲージにより示された範囲にあるかを点検すること。 １月ごと             

車
の
周
り
か
ら
の
点
検 

６ タイヤの空気圧 タイヤの接地部のたわみの状態により、空気圧が不足していないかを点検すること。 １月ごと             

７ タイヤの亀裂、損傷 
タイヤの全周に著しい亀裂又は損傷がないか、釘、石、その他の異物が刺さつていたり、かみ込んでいたりしていないかを

点検すること。 
１月ごと             

８ タイヤの異状な摩耗 タイヤの接地面が異状に摩耗していないかを点検すること。 １月ごと             

９ タイヤの溝の深さ 溝の深さに不足がないかを、ウェア・インジケータ（スリップ・サイン）などにより点検すること。 ６月ごと             

10 ランプ類の点灯、点滅及びレンズの汚

れ、損傷 

エンジンスイッチを入れ、前照灯、制動灯などの灯火装置の点灯具合や方向指示器の点滅具合が不良でないかを点検するこ
と。 
レンズや反射器に汚れや変色、損傷などがないかを点検すること。 

１週ごと             

 
11 ブレーキ・ペダルの踏みしろ及びブレ

ーキのきき 

エンジンをかけた状態でブレーキ・ペダルをいつぱいに踏み込んだとき、床板とのすき間踏みごたえが適当かを点検するこ

と。 
１月ごと             

運
転
席
で
の
点
検 

12 パーキングブレーキ・レバー（ペダル）

の引きしろ（踏みしろ） 

パーキング・ブレーキ・レバー（ペダル）をいつぱいに引いた（踏んだ）とき、引きしろ（踏みしろ）が多過ぎたり、少な

過ぎたりしないかを点検すること。 
１月ごと             

13 ウィンドウ・ウォッシャの噴射状態 ウィンドウ・ウォッシャ液の噴射の向き及び高さが適当かを点検すること。 １月ごと             

14 ワイパーの拭き取りの状態 ワイパーを作動させ、低速及び高速の各作動が不良でないか、きれいに拭き取れるかを点検すること。 １月ごと             

15 原動機（エンジン）のかかり具合、異

音 

エンジンが速やかに始動し、スムーズに回転するかを点検すること。 

エンジン始動時及びアイドリング時に異音がないかを点検すること。 
１月ごと             

 
16 原動機（エンジン）の低速及び加速の

状態 

エンジンを暖機させた状態で、アイドリング時の回転がスムーズに続くか、エンジンを徐々に加速したとき、アクセル・ペ
ダルに引つかかりがないか、エンスト、ノッキングなどを起こすことなくスムーズに回転するかを、走行するなどして点検
すること。 

１月ごと             

そ
の
他 

17 運行中の異状箇所 前日又は前回異状を認めた箇所について、運行に支障がないかを点検すること。 
異 状 発 見
後 

            

18 充電ケーブルの損傷、腐食、ゆるみ コンセント若しくはプラグ部の損傷、腐食若しくはゆるみ又はケーブルの損傷がないかを点検すること。 １月ごと             

注 １ 異状なしの場合はレ 印、不良の場合は×印を付けること。 
  ２ 不良箇所は、直ちに車両取扱監督者等に申し出て指示を受け、処置すること。 
  ３ 修理を行う際には、概要を摘要欄に記入すること。 
  ４ ４、５の点検項目は、電気自動車以外の場合に記入すること。 
  ５ 15、16の点検項目は、電気自動車については「原動機（エンジン）」を「原動機（モーター）」に読み替えて記入すること。 
  ６ 18の点検項目は、電気自動車の場合に記入すること。 
  ７ 「点検時期」は標準的なものであり、車種、経過年数、走行距離に応じて短縮するなど適切に定めること。 

点 検 者             

車 両 取 扱

監 督 者 
            

摘 要             



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
下
水
道
局
公
用
車
管
理
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用

紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

                  


